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あらまし：本研究は，学習者自身が計画を立て，さらに，その計画を守ることを支援する機能を備えたシ

ステム Self-Regulator の使用方法の違いが，学習者にどのような影響を与えるのかを検討するものであ

る．具体的には，受講スケジュール登録期間と受講可能期間の設定が異なる３種類の授業において，学生

の受講スケジュール登録時期や受講時期などを比較し，設定の相違が受講スケジュールの分布や受講行動

に与えた影響から，システムの設定に合わせた支援方法を探る． 
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1. はじめに 
非同期分散型の e ラーニングやモバイルラーニン

グは，学習者が自己都合に合わせて受講できるが，

一方で，受講を継続するには，自己調整学習のスキ

ル，特に適切な学習計画の立案とその遵守が重要で

ある(1)．報告者らは自己調整学習のうち，計画フェ

ー ズ の 活 動 支 援 を 目 的 と し た シ ス テ ム ，

Self-Regulator （以下，SR）を開発し，駆け込み受

講減少や学習の習慣化などの可能性を確認した(2)(3)． 
本研究では，SR に受講予定を登録できる期間と実

際に受講できる期間の設定に着目し，両期間が重複

する程度が，計画登録行動と受講活動にどのような

影響を与えるかについて考察する． 

2. 研究対象・方法 
2.1 研究の目的・方法 

本発表では，SR の設定に応じて，学習者の計画登

録行動や，登録される計画自体にどのような差異が

生じるかを分析し，教員が SR をどのように用いる

べきかを考察する．ここで受講計画のデータを検討

する観点は，以下の A，B の 2 点であり，念のため

C も確認する． 
A）いつ計画したか 
学習者が受講計画を登録した時期の違いである． 

B）どのような計画を立てたか 
学習者が登録した計画の特徴である． 

C）どの程度計画を守ったか 

2.2 Self-Regulator 

SR は，学習者自身が計画を立て，さらに，その計

画を守ることを支援する機能を備えたシステムであ

り，自己調整学習の成功だけでなく，学習者の自己

調整力育成も目的にしている．学習者の具体的な操

作手順は，以下のようになる． 

（１）受講計画登録 
教員が設定した期間内に自らの受講予定時間を登

録する．受講予定を登録しなければ受講できない． 
（２）リマインドメール設定 
学習者自身に受講設定した時間を知らせる e メー

ルを自動送付する時間を設定する．受講予定の何時

間前にメールを送付するかを1時間刻みで24時間ま

で設定できる．事前通知が不要と考える学習者は，

この機能を使わなくてよい． 
（３）スケジュール確認・変更 
登録された受講スケジュールを確認できる機能で

ある．修正が必要な場合，受講予定時間の前であれ

ば，1 回だけスケジュールを修正できる． 
（４）受講 
登録した予定時間から 60 分以内に受講開始する．

あるいは，リマインドメールを受け取ってから 60
分以内にも受講開始できる． 

2.3 授業・SR の設定 

SR の設定の違いがもたらした影響を 3 授業のロ

グの分析結果から検討する．授業 A は，関東地方の

公立大学で 2017 年度前期に，授業 C は，同大学で

2018 年度前期に開講された必修科目であり，どちら

も 1 年生 24 名が受講した．授業 B は，中国地方の

国立大学における教職科目の集中講義で 2017 年の 2
月中旬に 1 週間開講され，1 年生から 4 年生までの

27 名が受講した．どの授業も同一教員が担当した． 
e ラーニングコンテンツはいずれも一本 15 分から

20 分程度の長さの VOD 教材で，反転形式を取って

いる授業の予習用として作成・配信された．授業 A
において SR を使用した e ラーニングコンテンツは

15 本であり，スケジュール設定可能な期間が受講可

能な期間のうち最初の 1 週間に限定されていたのに 
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表 1 SR を用いた授業 

授

業 

開講 

時期 

受講 

者数 

教材 

数 

計画登録と 

受講期間 

A 2017 前期 24 16 受講期間序盤が

登録期間 

B 2 月集中 27 10 完全重複 

C 2018 前期 24 18 両期間は別 

 
対して，授業 C ではコンテンツ 18 本で，登録可能

期間の後に受講可能期間が配置されていた．授業 B
の受講期間は授業開始（2 月 12 日）までの約 1 か月

に設定され，登録可能期間と同じであった（表 1）． 

3. 結果 
3.1 計画を登録した時期 

各授業はスケジュール登録可能期間が異なるので，

まず，図 1 に登録可能期間をそれぞれ 4 分割した分

布をまとめた．次に，スケジュール登録から実際に

受講した時間までの間隔をみると，図 2 のようにな

った．なお，授業 C は開講中であるため，前半 7 本

のみの集計である． 
授業Aは最後にまとめてスケジュールを登録する

割合が高く，授業 B は思い立った時にスケジュール

登録して，そのすぐ後に受講するケースが多い．授

業 C は受講スケジュール登録から，実際の受講まで

の間隔が空いているコンテンツが多い． 

3.2 登録された計画 

学習者を，①均等型（定期的に受講していく），②

先行逃げ切り型（受講可能期間の前半に 4 分の 3 以

上受講する），③駆け込み型（受講可能期間の第 4
四半期に 4 分の 3 以上受講する），④不定型（決まっ

たパターンがない）に分類し，そのうち②と③の割

合を比較したところ，授業 A で②が 27%，③が 2％
であったのに対して，授業 B では②が存在せず，③

が 63%となり，駆け込み型が多くを占めていた． 

3.3 受講状況 

計画忘れもしくは受講忘れで，SR 経由の受講がで

きなかったコンテンツ数と，のべコンテンツ総数に

対するその割合，実人数をまとめたのが，表 2 であ

る．登録期間と受講期間の重複が減るにつれて，登

録忘れは減り，反対に受講忘れが増える傾向がある． 

4. 考察・今後の課題 
以上の結果から，スケジュール登録可能期間と受

講可能期間の重複度合いが低下するにしたがって，

駆け込み受講が減り，スケジュール登録忘れが減る

傾向がみとめられる一方で，受講自体を忘れる割合

が増える傾向がみられた．したがって，今後はこの

ような現象の原因を探ると同時に，設定ごとの情報

提供内容や学習者支援方法についてガイドラインを

作成し，効果的な SR 活用を進めたい． 
 

 
図 1 スケジュール登録時期の分布（Q: 四半期） 

 

 
図 2 スケジュール登録時間と受講時間の差分 

 
表 2 スケジュール登録忘れ・受講忘れ状況 

 コンテンツ数※ 人数 
授業 登録忘 受講忘 登録忘 受講忘 
A 48 7 7 2 

17% 2% 29% 8% 
B 42 14 6 4 

16% 5% 22% 15% 
C 7 47 1 14 

4% 28% 4% 58% 
※コンテンツ割合の母数は，人数×コンテンツ数 
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